
全国には、「手紙文化」を大切にしたいと思って

いる先生方がたくさんいます。しかし、学校は様々

な教育課題があり、なかなか「手紙」の実践まで手

が回りません。

そんな日々忙しい先生方に、授業用「手紙の書き

方テキスト」が大好評です。お申し込みの学校には、

児童・生徒数分のテキストとともに、ポストに投函で

きる本物のはがきを進呈します。どの学校でも大変

喜ばれています。

近年、自分の住所を言えない児童生徒が激増して

います。自分の住所が言えなければ、社会生活で困るだけでなく、地域社会の一員としての自覚も不十分に

なります。社会の変化で、子どもの手紙やはがきを出す郵便体験が不足しています。是非、日本中の多くの

学校で「郵便教育」の授業が充実され、この現状を改善する一助になることを期待しています。

大切な人にはがきを書いて送り、その人から返事が返ってくるという交流の体験は、スマホ時代の子どもた

ちにとってもかけがえのない成長の糧になります。保護者の皆様からも感嘆と応援の声がたくさん届いていま

す。令和8年度においても、この事業を継続して推進してまいります。是非とも多くの学校と先生方のご参加を

願っています。
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「手紙」や「はがき」で大切な人に自分の思いを届ける「郵便教育」が
全国の多くの学校で実施されています。
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